






②社内コミュニケーションを選ばれた理由は何でしょう？

DX アクセラレータ

社内約 1000 坪の敷地の中に、従業員約 10 名が点在しています。製造・販売・管理・営業
の分野で各々の仕事をしているわけです。他の部署との連携が必要な業務も多いのですが、
その連携は口頭で行っています。それだと、時間的なロスや業務ミスにつながったりするの
で、改善が必要と思いました。前田社長

事務所での事務作業

作業場でのラベル貼付作業 工場での製造

③既存システムを選ばれた理由は何でしょう？

DX アクセラレータ

この３つの分野での業務改善をこれから進められていくわけですが、ここまでのプロセスを
振り返ってみて如何でしょうか？

DX アクセラレータ

導入しているシステムには、販売側（商品）の在
庫管理機能と製造側（貯蔵品）の在庫管理機能が
あるのですが、利用しているのは販売側の機能だ
けでした。製造側の機能は利用せずに手書きのノー
トを作成して行っています。販売側と製造側の在
庫管理の連動により更なる効率化が出来るのでは
ないかと思いました。 

前田社長

実際の手書きノートを手に説明する前田社長



非常に満足しています。
３つのテーマを選ぶ前提として、現状の業務フロー全体をぱっと俯瞰できる資料を作成して
もらいました。このような資料は、社内メンバーの会社理解に役立つだけではなく、外部の
方々への説明資料にも有益です。今後、副業人材の活用が広がり、自社でも専門領域で活動
いただくこともあると思いますが、その際に自社のことを簡単に説明することが出来ます。
そしてこの資料は、会社の課題の発掘やその優先順位の判断に有益でした。全体を俯瞰して
思考することの大切さを実感しています。
外部の方の力を借りることの有益性は、こうした客観的・全体的な視点を与えてくれるとこ
ろにあるのだなと実感しています。

前田社長

DX 伴走支援によるヒアリングで可視化された業務フロー。各々の業務が棚卸しされ、問題点の共有・発見に非常に有益。

光栄です！
これから、御社はどのような方向を目指されてい
くのでしょうか？

DX アクセラレータ

これまで地元の伊万里で 100 年を超えて事業を継
続させて頂いています。その意味では、「古伊万里」
というブランドと、日本酒という「伝統産業」を
守っていく使命があります。
これからの 100 年も、この伊万里の地で変わらず

「お客様に笑顔で飲んでいただける日本酒」を創っ
ていきたいです。会社を大きくする方向ではなく、
継続して、安定して、おいしい日本酒を提供して
いくことを目指しています。

前田社長

３．会社の将来構想について

御社は、売上の 20％近くを海外で展開されています、あくまでも製造の基礎は伊万里を中
心に据えて活動していくということですね。
社長の方向性に DX アクセラレータメンバーはとても共感しています。今後ともご一緒にプ
ロジェクトを進めてまいりましょう。本日はありがとうございました。 DX アクセラレータ



今後の DX の取り組みは、下記のような方針で共に進めていく予定です。

DX に関する目標設定と実現計画


